
(57)【要約】

【課題】　ブレーキ・バイ・ワイヤ式のブレーキ装置が

作動不能になる異常時に、ドライバーのブレーキ操作に

より発生するブレーキ液圧で正常時に匹敵する制動力を

発生可能にする。

【解決手段】　モータシリンダ２０が作動可能な正常時

には、踏力遮断弁１９を閉弁した状態で、モータシリン

ダ２０が発生したブレーキ液圧で第１ホイールシリンダ

１５を作動させて前輪を制動する。モータシリンダ２０

が故障した異常時には、ドライバーのブレーキ操作によ

り作動するマスタシリンダ１０が発生するブレーキ液圧

を開弁した踏力遮断弁１９を介して第１ホイールシリン

ダ１５に供給して前輪を制動するとともに、そのブレー

キ液圧を第２ホイールシリンダ１７に供給して後輪を制

動する。このように、異常時にマスタシリンダ１０が発

生するブレーキ液圧で、前後両輪を制動するので、異常

時においても充分な制動力を発生させて車両を確実に停

止させることができる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ド ラ イ バ ー の ブ レ ー キ 操 作 に よ り ブ レ ー キ 液 圧 を 発 生 す る マ ス タ シ リ ン ダ （ １ ０ ） と 、
　 前 後 一 方 の 車 輪 に 設 け ら れ て 該 車 輪 を 制 動 可 能 な 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ （ １ ５ ） と 、
　 前 後 他 方 の 車 輪 に 設 け ら れ て 該 車 輪 を 制 動 可 能 な 第 ２ ホ イ ー ル シ リ ン ダ （ １ ７ ） と 、
　 マ ス タ シ リ ン ダ （ １ ０ ） お よ び 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ （ １ ５ ） を 接 続 す る 第 １ 液 路 （ １
６ ａ ～ １ ６ ｃ ） と 、
　 前 記 第 １ 液 路 （ １ ６ ａ ～ １ ６ ｃ ） に 設 け ら れ た 第 １ 遮 断 弁 （ １ ９ ） と 、
　 第 １ 遮 断 弁 （ １ ９ ） よ り も 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ （ １ ５ ） 側 の 前 記 第 １ 液 路 （ １ ６ ａ ～
１ ６ ｃ ） に 設 け ら れ た ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 （ ２ ０ ， ４ ６ ） と 、
　 第 １ 遮 断 弁 （ １ ９ ） お よ び ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 （ ２ ０ ， ４ ６ ） 間 か ら 分 岐 し て リ ザ ー
バ （ ３ １ ， ５ ２ ） に 連 通 す る 第 ２ 液 路 （ １ ６ ｆ ） と 、
　 前 記 第 ２ 液 路 （ １ ６ ｆ ） に 設 け ら れ た 第 ２ 遮 断 弁 （ ３ ２ ） と 、
　 ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 （ ２ ０ ， ４ ６ ） の 作 動 時 に 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ （ １ ５ ） と リ ザ
ー バ （ ３ １ ， ５ ２ ） と の 連 通 を 遮 断 す る 遮 断 部 材 （ ２ １ ， ５ ０ ） と 、
　 前 記 遮 断 部 材 （ ２ １ ， ５ ０ ） お よ び 第 ２ 遮 断 弁 （ ３ ２ ） 間 を 第 ２ ホ イ ー ル シ リ ン ダ （ １
７ ） に 連 通 さ せ る 第 ３ 液 路 （ １ ６ ｄ ） と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ブ レ ー キ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 正 常 時 に 電 気 制 動 手 段 に よ り 車 輪 を 制 動 し 、 電 気 制 動 手 段 が 作 動 不 能 に な る
異 常 時 に ド ラ イ バ ー の ブ レ ー キ 操 作 に よ り マ ス タ シ リ ン ダ が 発 生 す る ブ レ ー キ 液 圧 で 車 輪
を 制 動 す る ブ レ ー キ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ブ レ ー キ 液 圧 を 発 生 す る 電 動 式 流 体 圧 出 力 手 段 が 作 動 可 能 な 正 常 時 に は 、 ド ラ イ バ ー が
ブ レ ー キ ペ ダ ル を 踏 む こ と で ブ レ ー キ 液 圧 を 発 生 す る マ ス タ シ リ ン ダ と 車 輪 を 制 動 す る デ
ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 と の 連 通 を フ ェ イ ル セ ー フ 用 電 磁 切 換 弁 で 遮 断 し た 状 態 で 、 電 動 式 流
体 圧 出 力 手 段 が 発 生 す る ブ レ ー キ 液 圧 で デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 を 作 動 さ せ 、 ま た 電 動 式 流
体 圧 出 力 手 段 が 作 動 不 能 に な る 異 常 時 に は 、 フ ェ イ ル セ ー フ 用 電 磁 切 換 弁 を 開 弁 し て マ ス
タ シ リ ン ダ が 発 生 す る ブ レ ー キ 液 圧 で デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 を 作 動 さ せ る 、 い わ ゆ る ブ レ
ー キ ・ バ イ ・ ワ イ ヤ 式 の ブ レ ー キ 装 置 が 、 下 記 特 許 文 献 １ に よ り 公 知 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ２ ０ ５ ５ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 電 気 系 統 が 失 陥 し て ブ レ ー キ ・ バ イ ・ ワ イ ヤ 式 の ブ レ ー キ 装 置 が 作 動 不 能 に な
る 異 常 が 発 生 し た と き は 、 正 常 時 に 匹 敵 す る 制 動 力 を 発 生 可 能 に し て 確 実 に 緊 急 状 態 を 回
避 で き る よ う に す る こ と が 望 ま し い が 、 上 記 従 来 の も の は 異 常 時 に マ ス タ シ リ ン ダ が 発 生
す る ブ レ ー キ 液 圧 で 前 輪 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 だ け が 作 動 し 、 後 輪 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ
装 置 が 作 動 し な い た め 、 異 常 時 に 発 生 す る 制 動 力 の 大 き さ が 必 ず し も 充 分 で あ る と は 言 え
な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 前 述 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 ブ レ ー キ ・ バ イ ・ ワ イ ヤ 式 の ブ レ ー キ 装
置 が 作 動 不 能 に な る 異 常 時 に 、 ド ラ イ バ ー の ブ レ ー キ 操 作 に よ り 発 生 す る ブ レ ー キ 液 圧 で
正 常 時 に 匹 敵 す る 制 動 力 を 発 生 可 能 に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 に よ れ ば 、 ド ラ イ バ ー の ブ レ ー
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キ 操 作 に よ り ブ レ ー キ 液 圧 を 発 生 す る マ ス タ シ リ ン ダ と 、 前 後 一 方 の 車 輪 に 設 け ら れ て 該
車 輪 を 制 動 可 能 な 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ と 、 前 後 他 方 の 車 輪 に 設 け ら れ て 該 車 輪 を 制 動 可
能 な 第 ２ ホ イ ー ル シ リ ン ダ と 、 マ ス タ シ リ ン ダ お よ び 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ を 接 続 す る 第
１ 液 路 と 、 前 記 第 １ 液 路 に 設 け ら れ た 第 １ 遮 断 弁 と 、 第 １ 遮 断 弁 よ り も 第 １ ホ イ ー ル シ リ
ン ダ 側 の 前 記 第 １ 液 路 に 設 け ら れ た ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 と 、 第 １ 遮 断 弁 お よ び ブ レ ー キ
液 圧 発 生 手 段 間 か ら 分 岐 し て リ ザ ー バ に 連 通 す る 第 ２ 液 路 と 、 前 記 第 ２ 液 路 に 設 け ら れ た
第 ２ 遮 断 弁 と 、 ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 の 作 動 時 に 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ と リ ザ ー バ と の 連
通 を 遮 断 す る 遮 断 部 材 と 、 前 記 遮 断 部 材 お よ び 第 ２ 遮 断 弁 間 を 第 ２ ホ イ ー ル シ リ ン ダ に 連
通 さ せ る 第 ３ 液 路 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ブ レ ー キ 装 置 が 提 案 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 尚 、 実 施 例 の 踏 力 遮 断 弁 １ ９ は 本 発 明 の 第 １ 遮 断 弁 に 対 応 し 、 実 施 例 の 大 気 遮 断 弁 ３ ２
は 本 発 明 の 第 ２ 遮 断 弁 に 対 応 し 、 実 施 例 の モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ お よ び 液 圧 ポ ン プ ４ ６ は 本
発 明 の ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 に 対 応 し 、 実 施 例 の ピ ス ト ン ２ １ お よ び 第 ２ 開 閉 弁 ５ ０ は 本
発 明 の 遮 断 部 材 に 対 応 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ の 構 成 に よ れ ば 、 ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 が 作 動 可 能 な 正 常 時 に は 、 第 １ 遮 断 弁
を 閉 弁 し て マ ス タ シ リ ン ダ と 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ と の 連 通 を 遮 断 し た 状 態 で 、 ブ レ ー キ
液 圧 発 生 手 段 が 発 生 し た ブ レ ー キ 液 圧 で 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ を 作 動 さ せ て 前 後 一 方 の 車
輪 を 制 動 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 遮 断 部 材 が 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ と リ ザ ー バ と の
連 通 を 遮 断 す る の 、 ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 が 発 生 し た ブ レ ー キ 液 圧 が 第 ２ 液 路 を 介 し て リ
ザ ー バ に 逃 げ る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 が 故 障 し た 異 常 時 に は 、 ド ラ イ バ ー の ブ レ ー キ 操 作 に よ り 作
動 す る マ ス タ シ リ ン ダ が 発 生 す る ブ レ ー キ 液 圧 を 第 １ 液 路 を 介 し て 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ
に 供 給 し て 一 方 の 車 輪 を 制 動 す る と と も に 、 そ の ブ レ ー キ 液 圧 を 第 ３ 液 路 を 介 し て 第 ２ ホ
イ ー ル シ リ ン ダ に 供 給 し て 他 方 の 車 輪 を 制 動 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 第 ２ 遮 断 弁 が
閉 弁 し て リ ザ ー バ に 連 な る 第 ２ 液 路 を 遮 断 す る こ と で 、 マ ス タ シ リ ン ダ が 発 生 し た ブ レ ー
キ 液 圧 が リ ザ ー バ に 逃 げ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 、 ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 が 故 障 し た 異 常 時 に 、 ド ラ イ バ ー の ブ レ ー キ 操 作 に
よ り マ ス タ シ リ ン ダ が 発 生 す る ブ レ ー キ 液 圧 で 、 前 後 両 方 の 車 輪 を 制 動 す る こ と が で き る
の で 、 異 常 時 に お い て も 充 分 な 制 動 力 を 発 生 さ せ て 車 両 を 確 実 に 停 止 さ せ る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
  以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 の 図 面 に 示 し た 本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 す も の で 、 図 １ は 車 両 用 ブ レ ー キ 装 置 の 正 常
時 の 液 圧 系 統 図 、 図 ２ は 図 １ に 対 応 す る 異 常 時 の 液 圧 系 統 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 タ ン デ ム 型 の マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ は 、 ド ラ イ バ ー が ブ レ ー キ ペ ダ ル
１ １ を 踏 む 踏 力 に 応 じ た ブ レ ー キ 液 圧 を 出 力 す る 第 １ 、 第 ２ 出 力 ポ ー ト １ ２ ａ ， １ ２ ｂ を
備 え て お り 、 第 １ 出 力 ポ ー ト １ ２ ａ は 例 え ば 左 前 輪 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ お よ び 右
後 輪 の ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １ ４ に 接 続 さ れ る と と も に 、 第 ２ 出 力 ポ ー ト １ ２ ｂ は 例 え ば 右
前 輪 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 お よ び 左 後 輪 の ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 に 接 続 さ れ る 。 図 １ に は
、 第 １ 出 力 ポ ー ト １ ２ ａ に 連 な る 一 方 の ブ レ ー キ 系 統 だ け が 図 示 さ れ て お り 、 第 ２ 出 力 ポ
ー ト １ ２ ｂ に 連 な る 他 方 の ブ レ ー キ 系 統 は 図 示 さ れ て い な い が 、 一 方 お よ び 他 方 の ブ レ ー
キ 系 統 の 構 造 は 実 質 的 に 同 一 で あ る 。 以 下 、 第 １ 出 力 ポ ー ト １ ２ ａ に 連 な る 一 方 の ブ レ ー
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キ 系 統 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ の 第 １ 出 力 ポ ー ト １ ２ ａ と 前 輪 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ の 第 １
ホ イ ー ル シ リ ン ダ １ ５ と は 液 路 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ で 接 続 さ れ て お り 、 液 路 １ ６ ｂ か
ら 分 岐 す る 液 路 １ ６ ｄ が 後 輪 の ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １ ４ の 第 ２ ホ イ ー ル シ リ ン ダ １ ７ に 接
続 さ れ る 。 ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １ ４ は 第 ２ ホ イ ー ル シ リ ン ダ １ ７ に よ り 作 動 す る 一 対 の ブ
レ ー キ シ ュ ー １ ８ ， １ ８ で 後 輪 を 制 動 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 液 路 １ ６ ａ と 液 路 １ ６ ｂ と の 間 に 常 開 型 電 磁 弁 で あ る 踏 力 遮 断 弁 １ ９ が 配 置 さ れ 、 液 路
１ ６ ｂ と 液 路 １ ６ ｃ と の 間 に モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ が 配 置 さ れ る 。 モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ に 摺
動 自 在 に 嵌 合 す る ピ ス ト ン ２ １ は 電 動 モ ー タ ２ ２ に よ り 減 速 機 構 ２ ３ を 介 し て 駆 動 さ れ る
も の で 、 ピ ス ト ン ２ １ の 前 面 に 形 成 さ れ た 液 室 ２ ４ に ブ レ ー キ 液 圧 を 発 生 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 液 路 １ ６ ａ の 中 間 部 か ら 分 岐 す る 液 路 １ ６ ｅ の 下 流 端 に 接 続 さ れ た ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ
ー タ ２ ５ は 、 シ リ ン ダ ２ ６ に ス プ リ ン グ ２ ７ で 付 勢 さ れ た ピ ス ト ン ２ ８ を 摺 動 自 在 に 嵌 合
さ せ た も の で 、 ピ ス ト ン ２ ８ の 反 ス プ リ ン グ ２ ７ 側 に 形 成 さ れ た 液 室 ２ ９ が 液 路 １ ６ ｅ に
連 通 す る 。 液 路 １ ６ ｅ に 中 間 部 に は 、 常 閉 型 電 磁 弁 で あ る シ ミ ュ レ ー タ 遮 断 弁 ３ ０ が 配 置
さ れ る 。 ま た 液 路 １ ６ ｄ の 中 間 部 か ら 分 岐 す る 液 路 １ ６ ｆ が マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ の リ ザ ー
バ ３ １ に 連 通 し て お り 、 そ の 液 路 １ ６ ｆ の 中 間 部 に 常 閉 型 電 磁 弁 で あ る 大 気 遮 断 弁 ３ ２ が
配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 後 輪 に は 、 前 記 ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １ ４ に 加 え て 、 電 気 制 動 手 段 ３ ３ が 設 け ら れ る 。 電
気 制 動 手 段 ３ ３ は 電 動 モ ー タ ３ ４ の 駆 動 力 を 減 速 機 構 ３ ５ を 介 し て 直 接 的 に （ つ ま り ブ レ
ー キ 液 圧 を 介 さ ず に ） ブ レ ー キ パ ッ ド に 伝 達 し 、 そ の ブ レ ー キ パ ッ ド で ブ レ ー キ デ ィ ス ク
３ ６ を 挟 持 し て 後 輪 を 制 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 踏 力 遮 断 弁 １ ９ 、 シ ミ ュ レ ー タ 遮 断 弁 ３ ０ 、 大 気 遮 断 弁 ３ ２ 、 モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ の 電
動 モ ー タ ２ ２ お よ び 電 気 制 動 手 段 ３ ３ の 電 動 モ ー タ ３ ４ の 作 動 を 制 御 す る 不 図 示 の 電 子 制
御 ユ ニ ッ ト に は 、 液 路 １ ６ ｅ （ あ る い は 液 路 １ ６ ａ ） の 液 圧 を 検 出 す る 液 圧 セ ン サ ３ ８ と
、 液 路 １ ６ ｃ の 液 圧 を 検 出 す る 液 圧 セ ン サ ３ ９ と が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 を 備 え た 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す 正 常 時 に は 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト か ら の 指 令 で 踏 力 遮 断 弁 １ ９ 、 シ ミ ュ レ ー タ
遮 断 弁 ３ ０ お よ び 大 気 遮 断 弁 ３ ２ の ソ レ ノ イ ド が 励 磁 さ れ 、 踏 力 遮 断 弁 １ ９ が 閉 弁 し て マ
ス タ シ リ ン ダ １ ０ お よ び デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ 間 の 連 通 を 遮 断 し 、 シ ミ ュ レ ー タ 遮 断
弁 ３ ０ が 開 弁 し て マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ お よ び ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ２ ５ 間 を 連 通 さ せ 、
か つ 大 気 遮 断 弁 ３ ２ が 開 弁 す る 。 こ の 状 態 で ド ラ イ バ ー が ブ レ ー キ ペ ダ ル １ １ を 踏 み 込 ん
で マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が ブ レ ー キ 液 圧 を 発 生 す る と 、 踏 力 遮 断 弁 １ ９ で 閉 塞 さ れ た 液 路 １
６ ａ （ あ る い は 液 路 １ ６ ｅ ） の 液 圧 を 液 圧 セ ン サ ３ ８ が 検 出 す る 。 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト は 、
液 圧 セ ン サ ３ ８ が 検 出 し た 液 圧 と 同 じ 液 圧 を 液 路 １ ６ ｃ に 発 生 さ せ る べ く 電 動 モ ー タ ２ ２
を 作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ の 結 果 、 電 動 モ ー タ ２ ２ の 駆 動 力 が 減 速 機 構 ２ ３ を 介 し て ピ ス ト ン ２ １ に 伝 達 さ れ 、
モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ の 液 室 ２ ４ に 発 生 し た ブ レ ー キ 液 圧 が 液 路 １ ６ ｃ を 介 し て デ ィ ス ク ブ
レ ー キ 装 置 １ ３ の 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ １ ５ に 伝 達 さ れ て 前 輪 が 制 動 さ れ る 。 こ の と き 、
液 路 １ ６ ｃ の 液 圧 を 液 圧 セ ン サ ３ ９ で 検 出 し 、 そ の 液 圧 が 液 路 １ ６ ｅ の 液 圧 セ ン サ ３ ８ で
検 出 し た 液 圧 に 一 致 す る よ う に 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト は 電 動 モ ー タ ２ ２ の 作 動 を フ ィ ー ド バ
ッ ク 制 御 す る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 尚 、 モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ の ピ ス ト ン ２ １ が 電 動 モ ー タ ２ ２ に よ っ て 僅 か に 前 進 す る と 、
液 室 ２ ４ と 液 路 １ ６ ｂ と の 連 通 が 絶 た れ る た め 、 モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ が 発 生 し た ブ レ ー キ
液 圧 が 液 路 １ ６ ｆ に 設 け た 大 気 遮 断 弁 ３ ２ を 介 し て リ ザ ー バ ３ １ に 逃 げ る 虞 は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た 正 常 時 に は 、 電 源 の 失 陥 の よ う な 異 常 状 態 が 発 生 し な い 限 り 踏 力 遮
断 弁 １ ９ は 閉 弁 状 態 に 保 持 さ れ る た め 、 従 来 は デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ の ブ レ ー キ パ ッ
ド が 摩 耗 し て モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ お よ び デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ 間 の 液 路 １ ６ ｃ の 容 積
が 増 加 し て も 、 そ の 分 の ブ レ ー キ 液 を リ ザ ー バ ３ １ か ら 補 給 す る こ と が で き ず 、 し か も 第
１ ホ イ ー ル シ リ ン ダ １ ５ の 引 き ず り を 低 減 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が 発 生 し て い た
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 し か し な が ら 本 実 施 例 で は 、 モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ の ピ ス ト ン ２ １ が 後 退 す る と 、 液 室 ２
４ が 開 弁 し た 大 気 遮 断 弁 ３ ２ を 介 し て リ ザ ー バ ３ １ に 連 通 す る た め 、 デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装
置 １ ３ の ブ レ ー キ パ ッ ド の 摩 耗 に よ り 不 足 す る ブ レ ー キ 液 を リ ザ ー バ ３ １ か ら 補 給 す る と
と も に 、 制 動 力 の 解 放 時 に お け る 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ １ ５ の 引 き ず り を 低 減 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 正 常 時 に ド ラ イ バ ー が ブ レ ー キ ペ ダ ル １ １ を 踏 ん で マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が ブ レ ー キ
液 圧 を 発 生 す る と 、 そ の ブ レ ー キ 液 圧 が ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ２ ５ の 液 室 ２ ９ に 伝 達 さ
れ て ピ ス ト ン ２ ８ が ス プ リ ン グ ２ ７ の 弾 発 力 に 抗 し て 移 動 す る こ と で 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル １
１ の 踏 込 み に 対 す る 反 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 実 際 に は 電 動 モ ー タ ２
２ の 駆 動 力 で デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ を 作 動 さ せ て い る に も 関 わ ら ず 、 ド ラ イ バ ー の 踏
力 で デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ を 作 動 さ せ て い る の と 同 等 の 操 作 フ ィ ー リ ン グ を 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に し て デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ で 前 輪 が 制 動 さ れ る の と 同 時 に 、 電 子 制 御 ユ
ニ ッ ト か ら の 指 令 で 電 気 制 動 装 置 ３ ３ の 電 動 モ ー タ ３ ４ が 作 動 し 、 そ の 駆 動 力 が 減 速 機 構
３ ５ を 介 し て 伝 達 さ れ る ブ レ ー キ パ ッ ド が ブ レ ー キ デ ィ ス ク ３ ６ を 挟 持 し て 後 輪 を 制 動 す
る 。 そ の 結 果 、 前 輪 は 電 動 モ ー タ ２ ２ の 駆 動 力 で 発 生 す る ブ レ ー キ 液 圧 に よ り 制 動 さ れ 、
後 輪 は 電 動 モ ー タ ３ ４ の 駆 動 力 に よ り 直 接 的 に 制 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ て 、 バ ッ テ リ 外 れ 等 に よ り 電 源 が 失 陥 し た よ う な 異 常 時 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 踏 力
遮 断 弁 １ ９ が 開 弁 し て マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ お よ び デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ 間 が 連 通 し 、
シ ミ ュ レ ー タ 遮 断 弁 ３ ０ が 閉 弁 し て マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ お よ び ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ２
５ 間 の 連 通 を 遮 断 し 、 か つ 大 気 遮 断 弁 ３ ２ が 閉 弁 し て マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ お よ び リ ザ ー バ
３ １ 間 の 連 通 を 遮 断 す る 。 そ の 結 果 、 ド ラ イ バ ー が ブ レ ー キ ペ ダ ル １ １ を 踏 み 込 ん で マ ス
タ シ リ ン ダ １ ０ が 発 生 し た ブ レ ー キ 液 圧 は 、 液 路 １ ６ ａ 、 開 弁 し た 踏 力 遮 断 弁 １ ９ 、 液 路
１ ６ ｂ お よ び 液 路 １ ６ ｃ を 介 し て デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ の 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ １ ５
に 伝 達 さ れ 、 前 輪 が 制 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ と 同 時 に 、 マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が 発 生 し た ブ レ ー キ 液 圧 は 、 液 路 １ ６ ａ 、 開 弁 し た
踏 力 遮 断 弁 １ ９ 、 液 路 １ ６ ｂ お よ び 液 路 １ ６ ｄ を 介 し て ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １ ４ の 第 ２ ホ
イ ー ル シ リ ン ダ １ ７ に 伝 達 さ れ 、 後 輪 が 制 動 さ れ る 。 ま た シ ミ ュ レ ー タ 遮 断 弁 ３ ０ の 閉 弁
に よ り ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ２ ５ と マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ と の 連 通 が 遮 断 さ れ る た め 、 ス
ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ２ ５ は 機 能 を 停 止 す る 。 そ の 結 果 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル １ １ の ス ト ロ ー
ク が 不 必 要 に 増 加 し て ド ラ イ バ ー に 違 和 感 を 与 え る の を 防 止 す る こ と が で き 、 し か も マ ス
タ シ リ ン ダ １ ０ が 発 生 し た ブ レ ー キ 液 圧 は ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ２ ５ に 吸 収 さ れ る こ と
な く 前 後 の 第 １ 、 第 ２ ホ イ ー ル シ リ ン ダ １ ５ ， １ ７ に 伝 達 さ れ 、 高 い 応 答 性 で 制 動 力 を 発
生 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し か し て 、 電 源 が 失 陥 し て 踏 力 遮 断 弁 １ ９ 、 シ ミ ュ レ ー タ 遮 断 弁 ３ ０ 、 大 気 遮 断 弁 ３ ２
お よ び 電 動 モ ー タ ２ ２ ， ３ ４ が 作 動 不 能 に な っ て も 、 ド ラ イ バ ー が ブ レ ー キ ペ ダ ル １ １ を
踏 ん で マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が 発 生 し た ブ レ ー キ 液 圧 で 前 輪 お よ び 後 輪 の 第 １ 、 第 ２ ホ イ ー
ル シ リ ン ダ １ ５ ， １ ７ を 支 障 な く 作 動 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ り 異 常 時 に 前 輪 だ け で
な く 後 輪 を も 制 動 し て 車 両 を よ り 安 全 に 停 止 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 般 的 に 、 デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 は 放 熱 性 が 良 く 、 連 続 的 に 使 用 し て も 性 能 が 低 下 し 難 い
と い う 特 性 を 持 ち 、 ま た ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 は 自 己 サ ー ボ 機 能 を 有 し て お り 、 制 動 機 能 は
高 い が 放 熱 性 が 悪 い と い う 特 性 を 持 っ て い る 、 従 っ て 、 正 常 時 に 使 用 す る ブ レ ー キ 装 置 と
し て は デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 が 優 れ て お り 、 緊 急 時 に 一 時 的 に 大 き な 制 動 力 を 発 生 さ せ る
の は ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 が 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 例 で は 、 異 常 時 に 制 動 機 能 が 高 い 後 輪 を ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １ ４ で 制 動 す る た め
、 後 輪 を デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ で 制 動 す る 場 合 に 比 べ て 車 両 を 更 に 安 全 に 停 止 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 基 づ い て 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 説 明 す る 。 尚 、 第 ２ 実 施 例 以 降
の 実 施 例 に お い て 、 第 １ 実 施 例 の 構 成 要 素 に 対 応 す る 構 成 要 素 に 第 １ 実 施 例 と 同 じ 符 号 を
付 す こ と で 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ２ 実 施 例 は 第 １ 実 施 例 の 変 形 で あ っ て 、 第 １ 実 施 例 で は マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ お よ び 前
輪 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ を 接 続 す る 液 路 １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ 間 に モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ の
液 室 ２ ４ が 介 在 し て い る が 、 第 ２ 実 施 例 で は 液 路 １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ が 直 接 連 通 し 、 そ れ ら の
液 路 １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ が モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ の 液 室 ２ ４ の 出 力 ポ ー ト に 連 通 し て い る 。 従 っ
て 、 図 ４ に 示 す 異 常 時 に マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が 発 生 す る ブ レ ー キ 液 圧 で 前 輪 の デ ィ ス ク ブ
レ ー キ 装 置 １ ３ を 作 動 さ せ る 際 に 、 第 １ 実 施 例 で は 前 記 ブ レ ー キ 液 圧 は モ ー タ シ リ ン ダ ２
０ の 液 室 ２ ４ を 介 し て 伝 達 さ れ る が 、 第 ２ 実 施 例 で は モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ の 液 室 ２ ４ を 介
さ ず に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 例 に よ っ て も 、 異 常 時 に マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が 発 生 す る ブ レ ー キ 液 圧 で 前
輪 だ け で な く 後 輪 を も 制 動 し て 車 両 を 確 実 に 停 止 さ せ る こ と が で き 、 し か も 後 輪 に 制 動 機
能 が 高 い ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １ ４ を 採 用 し た こ と で 車 両 を 更 に 確 実 に 停 止 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 図 ５ お よ び 図 ６ に 基 づ い て 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ３ 実 施 例 は 第 １ 実 施 例 の 変 形 で あ っ て 、 第 １ 実 施 例 に お い て 後 輪 の 電 気 制 動 手 段 ３ ３
が 電 動 モ ー タ ３ ４ の 駆 動 力 で ブ レ ー キ デ ィ ス ク ３ ６ を 直 接 制 動 し て い る の に 対 し 、 第 ３ 実
施 例 で は ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １ ４ の ブ レ ー キ シ ュ ー １ ８ ， １ ８ を 駆 動 す る 第 ２ ホ イ ー ル シ
リ ン ダ １ ７ を 、 電 動 モ ー タ ３ ４ に よ り 減 速 機 構 ４ ０ を 介 し て 駆 動 さ れ る モ ー タ シ リ ン ダ ４
１ が 発 生 す る ブ レ ー キ 液 圧 で 作 動 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 尚 、 後 輪 の モ ー タ シ リ ン ダ ４ １ を 駆 動 す る 電 動 モ ー タ ３ ４ は 、 液 圧 セ ン サ ４ ５ で 検 出 し
た 液 圧 が 液 圧 セ ン サ ３ ８ で 検 出 し た 液 圧 に 一 致 す る よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 第 ３ 実 施 例 に よ っ て も 、 図 ６ に 示 す 異 常 時 に マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が 発 生 す る ブ レ ー
キ 液 圧 で 前 輪 だ け で な く 後 輪 を も 制 動 し て 車 両 を 確 実 に 停 止 さ せ る こ と が で き 、 し か も 後
輪 に 制 動 機 能 が 高 い ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １ ４ を 採 用 し た こ と で 車 両 を 更 に 確 実 に 停 止 さ せ
る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 基 づ い て 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 ４ 実 施 例 は 第 １ 実 施 例 の 変 形 で あ っ て 、 ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ２ ５ の ス プ リ ン グ ２
７ が 収 納 さ れ て い る 背 室 ４ ２ が 、 液 路 １ ６ ｂ ， １ ６ ｄ の 分 岐 部 に 液 路 １ ６ ｇ を 介 し て 連 通
す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 従 っ て 、 図 ７ に 示 す 正 常 時 に は 、 電 動 モ ー タ ２ ２ で 作 動 す る モ ー タ シ リ ン ダ ２ ０ が 発 生
す る ブ レ ー キ 液 圧 で 前 輪 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ を 作 動 さ せ 、 電 動 モ ー タ ３ ４ で 作 動
す る 駆 動 力 で 後 輪 の 電 気 制 動 手 段 ３ ３ を 直 接 作 動 さ せ る こ と で 、 車 両 を 制 動 す る こ と が で
き る 。 こ の と き 、 大 気 遮 断 弁 ３ ２ が 開 弁 し て ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ２ ５ の 背 室 ４ ２ が リ
ザ ー バ ３ １ に 連 通 す る た め 、 マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ か ら 液 室 ２ ９ に 伝 達 さ れ る ブ レ ー キ 液 圧
で ピ ス ト ン ２ ８ が ス プ リ ン グ ２ ７ の 弾 発 力 に 抗 し て 移 動 し 、 背 室 ４ ２ の ブ レ ー キ 液 が 大 気
遮 断 弁 ３ ２ を 介 し て リ ザ ー バ ３ １ に 逃 げ る こ と で 、 ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ２ ５ が 機 能 を
発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 図 ８ に 示 す 異 常 時 に は 、 踏 力 遮 断 弁 １ ９ が 開 弁 す る こ と で 、 マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が
発 生 す る ブ レ ー キ 液 圧 で 前 輪 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ お よ び 後 輪 の ド ラ ム ブ レ ー キ 装
置 １ ４ を 作 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の と き 、 マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ か ら の ブ レ ー キ 液 圧 が
ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ２ ５ の 液 室 ２ ９ お よ び 背 室 ４ ２ の 両 方 に 加 わ り 、 ピ ス ト ン ２ ８ が
移 動 不 能 に な っ て ス ト ロ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ２ ５ が 機 能 を 停 止 す る た め 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル １
１ の ス ト ロ ー ク が い た ず ら に 増 加 し て 制 動 フ ィ ー リ ン グ が 低 下 す る の を 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 第 ４ 実 施 例 に よ っ て も 、 図 ８ に 示 す 異 常 時 に マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が 発 生 す る ブ レ ー
キ 液 圧 で 前 輪 だ け で な く 後 輪 を も 制 動 し て 車 両 を 確 実 に 停 止 さ せ る こ と が で き 、 し か も 後
輪 に 制 動 機 能 が 高 い ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １ ４ を 採 用 し た こ と で 車 両 を 更 に 確 実 に 停 止 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 図 ９ お よ び 図 １ ０ に 基 づ い て 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 ５ 実 施 例 は 液 圧 ポ ン プ ４ ６ と 、 そ の 液 圧 ポ ン プ ４ ６ に よ り 発 生 し た 液 圧 を 蓄 え る ア キ
ュ ム レ ー タ ４ ７ と 、 液 圧 ポ ン プ ４ ６ お よ び ア キ ュ ム レ ー タ ４ ７ と 前 輪 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ
装 置 １ ３ と の 間 に 配 置 さ れ た 第 １ 開 閉 弁 ４ ８ と 、 液 圧 ポ ン プ ４ ６ お よ び ア キ ュ ム レ ー タ ４
７ と 後 輪 の ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １ ４ と の 間 に 配 置 さ れ た 第 １ 開 閉 弁 ４ ９ と 、 第 １ 開 閉 弁 ４
８ の 下 流 お よ び 液 圧 ポ ン プ ４ ６ の 上 流 間 の 液 路 １ ６ ｃ に 配 置 さ れ た 第 ２ 開 閉 弁 ５ ０ と 、 第
１ 開 閉 弁 ４ ９ の 下 流 お よ び 液 圧 ポ ン プ ４ ６ の 上 流 間 の 液 路 １ ６ ｄ に 配 置 さ れ た 第 ２ 開 閉 弁
５ １ と を 備 え る 。 ま た 大 気 遮 断 弁 ３ ２ の 下 流 側 の 液 路 １ ６ ｆ は リ ザ ー バ ５ ２ に 接 続 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 液 圧 ポ ン プ ４ ６ は 電 動 モ ー タ で 駆 動 さ れ る も の で も 、 エ ン ジ ン に よ り 駆 動 さ れ る も の で
も 良 い 。 ま た 第 １ 開 閉 弁 ４ ８ ， ４ ９ は 、 閉 弁 時 に 液 圧 ポ ン プ ４ ６ 側 お よ び ア キ ュ ム レ ー タ
４ ７ 側 の 圧 力 が 過 剰 に な る と 、 そ の 液 圧 を 液 圧 ポ ン プ ４ ６ の 上 流 側 に 逃 が す リ リ ー フ 機 能
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 液 圧 ポ ン プ ４ ６ が 機 能 を 発 揮 す る 正 常 時 に は 、 図 ９ に 示 す よ う に 踏 力 遮 断 弁 １ ９ が 閉 弁
し 、 大 気 遮 断 弁 ３ ２ が 開 弁 し 、 第 １ 開 閉 弁 ４ ８ ， ４ ９ が 開 弁 し 、 第 ２ 開 閉 弁 ５ ０ ， ５ １ が
閉 弁 す る 。 そ の 結 果 、 ド ラ イ バ ー の ブ レ ー キ 操 作 に よ り マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が 発 生 し た ブ
レ ー キ 液 圧 は 踏 力 遮 断 弁 １ ９ に よ り 遮 断 さ れ 、 液 圧 ポ ン プ ４ ６ が 発 生 し た ブ レ ー キ 液 圧 、
あ る い は ア キ ュ ム レ ー タ ４ ７ に 蓄 圧 さ れ た ブ レ ー キ 液 圧 が 液 路 １ ６ ｈ に 配 置 し た 第 １ 開 閉
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弁 ４ ８ ， ４ ９ を 経 て 前 輪 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ お よ び 後 輪 の ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １
４ を 作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 液 圧 ポ ン プ ４ ６ が 機 能 し な い 異 常 時 に は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 踏 力 遮 断 １ ９ が 開 弁 し 、
大 気 遮 断 弁 ３ ２ が 閉 弁 し 、 第 １ 開 閉 弁 ４ ８ ， ４ ９ が 閉 弁 し 、 第 ２ 開 閉 弁 ５ ０ ， ５ １ が 開 弁
す る 。 そ の 結 果 、 ド ラ イ バ ー の ブ レ ー キ 操 作 に よ り マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が 発 生 し た ブ レ ー
キ 液 圧 が 液 路 １ ６ ａ ～ １ ６ ｄ に 配 置 し た 踏 力 遮 断 弁 １ ９ お よ び 第 ２ 開 閉 弁 ５ ０ ， ５ １ を 介
し て 前 輪 の デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 １ ３ お よ び 後 輪 の ド ラ ム ブ レ ー キ 装 置 １ ４ を 作 動 さ せ る
。 こ の と き 、 大 気 遮 断 弁 ３ ２ が 閉 弁 し て い る の で 、 マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が 発 生 し た ブ レ ー
キ 液 圧 が リ ザ ー バ ５ ２ に 逃 げ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 第 ５ 実 施 例 に よ っ て も 、 図 １ ０ に 示 す 異 常 時 に マ ス タ シ リ ン ダ １ ０ が 発 生 す る ブ レ
ー キ 液 圧 で 前 輪 だ け で な く 後 輪 を も 制 動 し て 車 両 を 確 実 に 停 止 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 尚 、 第 ５ 実 施 例 に お い て 、 液 圧 ポ ン プ ４ ６ の 上 流 側 を 液 路 １ ６ ｂ ～ １ ６ ｄ に 接 続 す る 代
わ り に 、 液 路 １ ６ ｂ ～ １ ６ ｄ か ら 遮 断 さ れ た リ ザ ー バ に 接 続 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
  以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 設 計
変 更 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 例 に 係 る 車 両 用 ブ レ ー キ 装 置 の 正 常 時 の 液 圧 系 統 図
【 図 ２ 】 図 １ に 対 応 す る 異 常 時 の 液 圧 系 統 図
【 図 ３ 】 第 ２ 実 施 例 に 係 る 車 両 用 ブ レ ー キ 装 置 の 正 常 時 の 液 圧 系 統 図
【 図 ４ 】 図 ３ に 対 応 す る 異 常 時 の 液 圧 系 統 図
【 図 ５ 】 第 ３ 実 施 例 に 係 る 車 両 用 ブ レ ー キ 装 置 の 正 常 時 の 液 圧 系 統 図
【 図 ６ 】 図 ５ に 対 応 す る 異 常 時 の 液 圧 系 統 図
【 図 ７ 】 第 ４ 実 施 例 に 係 る 車 両 用 ブ レ ー キ 装 置 の 正 常 時 の 液 圧 系 統 図
【 図 ８ 】 図 ７ に 対 応 す る 異 常 時 の 液 圧 系 統 図
【 図 ９ 】 第 ５ 実 施 例 に 係 る 車 両 用 ブ レ ー キ 装 置 の 正 常 時 の 液 圧 系 統 図
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 対 応 す る 異 常 時 の 液 圧 系 統 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
１ ０ 　 　 　 　 　 マ ス タ シ リ ン ダ
１ ５ 　 　 　 　 　 第 １ ホ イ ー ル シ リ ン ダ
１ ６ ａ ～ １ ６ ｃ 　 　 　 　 液 路 （ 第 １ 液 路 ）
１ ６ ｄ 　 　 　 　 液 路 （ 第 ３ 液 路 ）
１ ６ ｆ 　 　 　 　 液 路 （ 第 ２ 液 路 ）
１ ７ 　 　 　 　 　 第 ２ ホ イ ー ル シ リ ン ダ
１ ９ 　 　 　 　 　 踏 力 遮 断 弁 （ 第 １ 遮 断 弁 ）
２ ０ 　 　 　 　 　 モ ー タ シ リ ン ダ （ ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 ）
２ １ 　 　 　 　 　 ピ ス ト ン （ 遮 断 部 材 ）
３ １ 　 　 　 　 　 リ ザ ー バ
３ ２ 　 　 　 　 　 大 気 遮 断 弁 （ 第 ２ 遮 断 弁 ）
４ ６ 　 　 　 　 　 液 圧 ポ ン プ （ ブ レ ー キ 液 圧 発 生 手 段 ）
５ ０ 　 　 　 　 　 第 ２ 開 閉 弁 （ 遮 断 部 材 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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